
怨霊箋：：蓋蔓董霊貯地蔵も津波と瘡畿事故狼打ち鰐で農地する鋼の人生
．仏　ノ⊥職古里を越こて行く輿の悲しみに　轍壌生れた彫刻鯵何を濡ったか

0訟15年2月1日（日）開場13：30　鱒演14伽
0南相馬市民文化会館（ゆめはっと）

作・演串倉奉職　主食帝¢鱒UP公演　20は魯

ノダタ｝」㌢権儲曲
笹　－　く料金〉友の会会員亀200針一齢500円・高校生以下1・000円
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〇この演劇の台本臥倉本聴氏が若松丈太郎さん（本会会員・詩人）の詩『神隠しされた街』
（会報馳165・20き参照）を読んだことから発想され・相双地区を舞台にした津波と原発事故被
災者の物語です。あの名作『・北の国から』の倉本氏飢原発事故被災民の苦悩をテーマにさ
れ全国で注目されています。小高区川轟から北海道の富良野に避難されている中里範忠さん
（「小高九条の会」事務局長）は、富良野GROUPの稽古を連日見学し・「ぜひ・原臆公演を
成功させたい」と強く話され（会報駄222参照）、会員の皆様にも観劇をお薦めいたしますこ

放射線医療と原子炉j
小出裕幸・西尾正道著
KADOKAWA￥800＋税
10月の新刊。原発事故
から3年9カ月の南相馬
市や福島県内では、放射
能を話題にすることはタ
ブーです。しかし、現実、
にはこの本のように深刻

被ばく列島
放射等I機と優－Iこび

小出裕革　西尾正道

なことが進行中で、愕然とします。昨年6月の
小出先生の南相馬市講演会の続編の内容で、問
題は福島だけのことではありません。
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‾一細ろうとすること』早野龍五・糸井壷
著、新潮文ヰ￥430＋我　原発事故により
拡散した放射性物賓がどんな影響をもたらすの
か、とにかく測り続けて「知ろうとすること」
が大切です。対談なので読みやすい文庫です。

儲蒜芙蒜竃浣ふ鑓
添田孝史馨増波新書￥740＋税
原発建設以前から、稼働後事地震や大津波対
策への警告臥この本の科学者だけでなく、市
民からも訴えられていたことでした∴国も東電
も司法さえも、命よりも経済優先で、それをこ
とごとく無視してきたのです。
30年以上も前、抗議の会で私たらも危険性
を真筆に訴えているのに、棄電社員たちは「事
故なんて起きません」と薄ら笑いを浮かべて全
く取り合わなかったことを恐い出します。
＿現在「再稼働をめざす人々」は‾「警告を葬っ
た人々」．と重なっているように思えます。事故
前後で、何も変わっていないかのようです。
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相島への舶奮進鱒由本政府の
4つの誤り』沢田昭二などの筆勢旬報社・
￥1512　経済優先で帰還を強弓ぬ進める国や
政府の誤りの数々。（会報次号で紹介します）

◆それはr想定外Jではなかった
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■「いつも会報ありがとうござい
ます。会費をうっかりためてしま
いました。すぐ送ります。」

（福島市0さん）

雷「ほ法が空軌を充たすために』
内＿田樹苧・かもがわ出版￥900＋税
私と同じ合気道主内田樹が出した小冊子
を見つけ、‾早速読みましたが、とても役に立
ちました。お薦めします。九条の問題も沖縄
のことも、すべてつながっていますね。相模
原と福島と地理的には離れていますが、日本
のあるべき姿を求めて、ご一緒に力を尽くし
ていきましょう。」　　（相模原市Mさん）

■「用後史の中の福島原発・開発政策

と地域社会紬嶋久人手て大月塞駐2甲
0円＋税）福島市の九条の会の方から教え
られて読んでみました。原発の交付金はほと
んど会津や中通りが額取りし、浜通りのため
にはつかわれず、同じ県内でも相双地区は馬
鹿にされ軽視されてきたんだなあと大変悔し
く患います。一現在も同じです。民度が償いと
いうことなのでしょうか。」（小高区Sさん）

≪手織局さbI≫

¶「会費送ります。＼多忙な中、事務局の皆様有
難う御座居ます。私達はここ靡町で頑張ってま
いります。」（原町区Yさん）

■「いつもお世話になって
おります。卓硬資料もお届け頂きありがとうご
ざいます。年会筆3年分3000円まとめて振込
みました。また次年度の会費につきましては、
会の方向性や活動性が現在不透明なだめ、総会
などが行われ、代表や事務局の皆様から会員へ
の所信表明、活動計画の発表があれば、是非年
会費を収めたい与野います。」（原町区Sさん）
＜事務局よりお香えします＞
Sさんのご意見はごもっともでその通りです。
事務局の都合で、震災後一度も総会を開催せず、
一同反省しています。総会は毎年計画しても、ノ
同時に行う講演会などの計画でいつも頓挫して
きて、来年零にこそ開催しようと相談していま
す。ただ、私たちの活動は「九条を守る」とい

う一点でのささやかなものです。一般の政治活
動のように現実的な施策を具体的に実現するも
のではないと考えます。会の方向性や活動の様
子は、事務局会で検討する「会報」各号を熟読
していただければ、ある程度お分かりになられ

尋と弔います。ご暮見ありがとうござい革す。

◆失礼とは患いましたが、年会費未納の方に、
催促させていただきました。 ください。

、事務局員に手渡すか、郵送する。
電ゆうちよカードA¶鵬たr捗棚J
口座記号I82〟I寺号IaI8770I
③嘲柳脚も口脚他心－I
日脚899日　加入者もr脚九
1集の嚢」く手数紺闇旧がかかります）
褒災から3年9ケ月、大混乱により会員
の全国への転居先不明が多く、またご高齢
会員さんの死去、退会などで変動も激しく
なっていますが、会員数は437名。
11月25日現在の本会会計の現金有高
は、589．914円です。（会計・井上）

◆会報が「250号」を超えました。問い合わせ
もありますが、rlOl号～250号会報集録」は、今
年でなく来年「本会発足10周年記念」として発行
予定です。その節はよろしくお軌いいたします。
◆11月27白事務局会で話合った今後の活動は、

①『憲法』小冊子を全市民に配布する陳情
書を12月の市議会に出してはどう机
②1月の成人式の新成人に『憲法』小冊子
を配布する。8年（国）目となります。
③春の市内イベントに参加しブースを設け
「九条にノーベル黄を」の署名活動、A
KB48内山素月サイン会も検討する。
㊨4月～10月に総会・講演会の開催す
る。吉永小百合さんの朗読会などを検討
しています。来年で本会も10局年です。
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